




この研究班のもつ研究分野は甚だしく広大であり重要且つ困難な課題を多数抱含している

ので昭和 51年度第 1回の研究班が終結するにあたっても,夫々一応立派な成果を挙げたも

ののもともと 2～3年の間に解決のつく問題ではないので 52 年度以降第 2回の研究班の編

成が試みられ内容および研究者の多少の変更を加えて今回の再編成がなされたものと考え

る。したがって研究課題についても重要な 9つの課題にしぼり班員および協力研究者は広

く全国レベルで選考され夫々の専門家を網羅されておりまことに当を得た企画と思われる。 


